
ラベルに惑わされず、おいしいシードルを
選ぶ4つのポイント

シードルの主な特徴を知れば、自分に合う一本を選びやすくなります
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好みに合わないシードルが、必ずしも欠陥品とは限りません。香りや味に明らかな欠陥があれば飲むのをやめ、瓶が破損
しているものは飲まないでください。 AIで生成された学習用イラスト。

シードルに唯一の正解の味はありません。上手に選ぶには、自分の好みに合わないシードル、はっ
きりした感覚上の欠陥があるシードル、そして包装が損傷していて飲むべきではないボトルの3つ
を区別することが大切です。

シードルとは何か：唯一の正解の味はない

シードルの基本はシンプルで、リンゴ果汁を発酵させた飲み物です。発酵中、酵母が果実の糖をア
ルコールに変えますが、最終的な味わいは、使うリンゴの種類や造り方、熟成方法によって大きく
異なります。そのため、どちらもリンゴから造られていても、まるで別のカテゴリーの飲み物のよ
うに感じられることがあります。

さらに、市場によって使われる言葉の意味も異なります。洋ナシを使った製品や、ほかの果物との
ブレンド、香味成分を加えたリンゴの飲料が並ぶこともあり、販売名だけでは一目で内容がわから
ない場合もあります。よく知らない言語で買い物をするときや、品ぞろえが非常に幅広いときは、
まず何の飲み物なのか、どの果物をベースにしているのかを確認しましょう。

こうした多様性があるからといって、辛口のシードルが甘口より本格的だとか、スティルタイプが
スパークリングタイプより劣るということではありません。より実用的な意味があります。シード
ルを買う価値があるかどうかを決める前に、どのスタイルを求めているのか、そして問題が個人の
好みなのか、感覚上の欠陥なのか、包装の完全性なのかを見極める必要があるということです。

自分の好みのシードルを見つける4つの質問

まず、長いスタイル一覧を覚える必要はありません。甘さをどれくらい求めるか、酸味をどれくら
い楽しめるか、渋みをどれくらい許容できるか、泡をどれくらい好むか。この4つの質問に答えれ
ば十分です。この簡単な指針は、ただ「おいしいシードル」を尋ねるより役に立ちます。自分の好
みを、どの販売員や商品説明にも伝わる感覚に置き換えられるからです。

甘さとは、糖分をはっきり感じることです。辛口のシードルは甘さが控えめですが、必ずしも口当
たりが厳しいわけでも、糖分がまったく含まれないわけでもありません。酸味は別の要素です。爽
やかさをもたらし、唾液の分泌を促し、フレッシュなリンゴや柑橘類を思わせることがあります。
辛口で酸味が強いシードルもあれば、甘みがあり酸味は穏やかなものもあります。どの組み合わせ
も、それ自体が優れているわけではありません。

渋みも、甘さや酸味とは異なります。通常はタンニンに由来し、口の中が引き締まるような感覚で、
頬の内側が硬くなったり、ざらついたりするように感じられます。骨格を与えるとして好む人もい
れば、強すぎると感じる人もいます。シードルの渋みが自分の好みに対して強すぎるなら、それは
好みを表すものであり、自動的に欠陥を意味するわけではありません。

泡が味わいの輪郭を完成させます。スティルタイプもあれば、かすかな発泡感のもの、はっきりと
したスパークリングタイプもあります。炭酸が強いと生き生きとした印象になり、弱いと口当たり
が豊か、または穏やかに感じられることがあります。ここでも、正解となる極端な選択肢はありま
せん。甘さ控えめで泡はほどほどが好み、あるいは酸味は強くても渋みはないほうがよいとわかっ



ていれば、次の購入に具体的な指針を活用できます。

4つの基本的な感覚

甘さ

糖分をはっきり感じることです。

甘さは控えめ、中程度、強めのいずれでもあり得ますが、それだけで品質がわかるわけではありま
せん。

酸味

爽やかさをもたらし、唾液の分泌を促します。

酢のような風味とは異なります。

渋み

タンニンに由来する、口の中が引き締まる感覚です。

辛口や甘さ控えめと同じ意味ではありません。

泡

泡がないもの、穏やかなもの、はっきりとしたものがあります。

口当たりを変えますが、それだけで品質が決まるわけではありません。

ラベルと商品説明を参考に選ぶ方法

購入前に、簡単な手順で確認しましょう。まず、飲み物の種類を特定します。リンゴのシードルな
のか、洋ナシとのブレンドなのか、ほかの果物とのミックスなのか、あるいは香味を加えた製品な
のかを確認してください。次に、甘さと炭酸の強さに関する手がかりを探します。香りづけの原料、
スパイス、追加の果物が記載されている場合は、それらも考慮しましょう。最終的な印象を大きく
変えることがあるためです。

続いて、表示されたアルコール度数を読みましょう。味わいや包装の画像、あるいは甘口のシード
ルは常に軽く、辛口は常にアルコール度数が高いという思い込みから推測するのは避けてください。
ラベルの数値は、口に含んだときの第一印象やデザインよりも確かな情報です。

甘さの度合いや炭酸の種類など、自分にとって最も重要な情報が記載されていない場合は、憶測で
補わないでください。生産者の商品説明を確認する、販売員にほかの情報があるか尋ねる、または
説明がより明確な商品を選ぶ方法があります。世界中のラベルに同じ水準の情報が記載されている



わけではないため、商品の説明が最もわかりやすいボトルを選ぶのが最善の場合もあります。

「辛口」「やや辛口」「甘口」といった言葉も、慎重に受け止めるとよいでしょう。参照したガイ
ドの甘さの尺度は互いに一致していないため、こうした言葉は目安にはなりますが、普遍的な基準
ではありません。また、熟した果実やコンポート、果汁を思わせる香りがあっても、それだけでシー
ドルの糖分が多いとは限りません。酸味や全体的な香りの構成によっても、感じ方は変わります。

そのため、宣伝文句よりも味わいのプロフィールに関する情報のほうが役に立ちます。産地や見た
目、「アルチザン」「無ろ過」といった言葉、あるいは漠然とした本物らしさの約束だけでは、シー
ドルがより辛口なのか、酸味が強いのか、渋みが強いのかはわかりません。また、濃縮果汁の使用
を含め、生産方法に関する用語だけを理由に選択肢を除外するのも賢明ではありません。必要な味
わいの情報が依然として不明確なら、なおさらです。

購入前に確認すること

飲み物の種類と、ベースになっている果物を確認する。1.
記載があれば、甘さ、泡、香りづけの原料に関する手がかりを探す。2.
表示されたアルコール度数を読み、味や包装のデザインから推測しない。3.
好みに関わる重要な情報が欠けている場合は、商品説明を確認する、尋ねる、または説明が4.
より明確な商品を選ぶ。
「辛口」「やや辛口」「甘口」といった言葉は、普遍的な基準ではなく目安として受け止め5.
る。

澱、色、泡：それだけで候補から外すのは不十分

見た目の特徴を見て、すぐに選択肢から外してしまうことがあります。少量の澱は、酵母や製造過
程で生じたほかの残留物に由来することがあり、特に瓶内発酵を経た製品や、ろ過を限定的に行っ
た製品で見られます。そのため、澱があるというだけでシードルが劣化しているとは言えません。
しかし、澱があるからといって本物だと証明されたり、問題がないと保証されたりするわけでもあ
りません。

色や炭酸についても同じことが言えます。色の濃いシードルが必ず酸化しているわけではなく、ス
ティルタイプとして販売されているなら、泡がないからといって自動的に欠陥があるわけでもあり
ません。目に見える特徴を、生産者の説明や提示されているスタイルと照らし合わせることが大切
です。濁っている、色が濃い、泡が弱いというだけでシードルを機械的に除外するのは、製品の特
徴かもしれないものと実際の欠陥を混同することになります。

飲むのをやめるべきときと、その理由

ここでは、異なるケースを明確に分ける必要があります。シードルが甘すぎる、酸味が強すぎる、
あるいは渋すぎると感じるなら、そのシードルを悪いと決めつけるのではなく、次回は違う味わい
のものを探すことが参考になります。好みは飲み手によって異なるため、自分に合わないシードル
でも、ほかの人にとってはまさに好みの一本かもしれません。



ただし、飲むのをやめるべき感覚上の兆候もあります。カビ、汚れた湿気、古い布を思わせる強い
臭い、支配的な強い溶剤のような香り、全体を覆い尽くす腐った卵のような特徴、あるいは果実の
香りを覆い隠す鋭い酢のような風味は、飲み物に問題があることを示す重大な警告です。適切な判
断をするために、専門用語を知っている必要はありません。

最後のケースでは、酸味と酢のような風味を区別することが重要です。果実由来の酸味は、生き生
きとして鋭く、かなり強くても、欠陥になるとは限りません。問題になるのは、酢のような感覚が
味わい全体を支配し、ほかの要素を押しのけるときです。強さ、バランス、提示されているスタイ
ルも重要です。単独の香りや一瞬の印象だけでは、問題があるとは判断できません。

こうした兆候がはっきりと感じられたら、飲むのをやめ、苦情を申し立てる場合に備えて必要なら
ボトルや包装を保管し、販売店または生産者に問題を伝えるのが賢明です。それでも、自宅でシー
ドルを味見しただけで、製品の安全性が確認できるわけではありません。嫌な臭いがしないからと
いって、それだけで安全だとは限りません。

別のケースとして、包装の損傷があります。ひび割れたボトル、口の部分が欠けたり割れたりした
ボトル、または栓が損傷して漏れているボトルは、購入も飲用もしないでください。まだ問題なく
飲める味か確かめるために開けても、損傷が解決するわけではありません。包装に損傷がある場合
は、味を確かめることを主な判断基準にせず、選ばないのが賢明です。

状況 意味 対応

好みのスタイ
ルではない

甘さ、酸味、渋み、泡の強さが自分の好みに合
わない。

次回は違う味わいのものを
探す。

感覚上の欠陥 支配的な香りや感覚から、飲み物に明らかな問
題があるとわかる。

飲むのをやめ、販売店また
は生産者に問題を伝える。

包装の損傷 ボトルにひびがある、口の部分が損傷している、
または栓から漏れている。 購入も飲用もしない。

製品に応じて保管し、次の購入に生かす

持ち帰ったら、特に開栓後は生産者の指示に従ってください。シードルごとに製品の性質や安定化
の方法が異なるため、保管方法も一律ではありません。そのため、すべてのシードルに共通する温
度、保管期間、ボトルの置き方を決めつけないようにしましょう。

次回、よりよい選択をする最も簡単な方法は、4つの基本的な感覚について、頭の中で、または書
き留めて記録することです。好みの甘さ、楽しめた酸味、渋みが心地よかったか強すぎたか、泡の
強さはどの程度が好みだったかを記録しましょう。この簡単な記録があれば、毎回完璧に選べると
は限りませんが、購入のたびに役立つ手がかりが増え、個性の異なるシードルと欠陥のあるシード
ルを混同しにくくなります。


